
十
乗
観
法
の
具
略
に
関
す
る

一
考
察

―
行
人
の
機
根
と
修
行
規
定
に
つ
い
て
―

株

橋

隆

真

一
、
問
題
の
所
在

『摩
訂
止
観
』
（以
下

『
止
観
』
と
略
称
）
で
は
、
止
観
行
の
観
察
の
対
象
と
し
て
十
境
を
立
て
、
観
察
の
方
法
と
し
て
十
乗
と
い
う

十
種
の
観
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
所
謂
十
乗
観
法
ｏ
の
修
行
規
定
に
つ
い
て
、
古
来
い
く
つ
も
の
学
説
が
あ
り
、
そ
の
解
釈
は

一

様
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
行
人
の
機
根
の
条
件
に
よ

つ
て
実
際
の
修
行
が
多
種
多
様
に
わ
た
り
、
し
か
も
行
人
に
よ

っ
て
は
修

行
を
省
略
で
き
る
と
い
う
具
略
が
存
し
、　
一
義
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

小
論
で
は
こ
う
い
っ
た
点
に
着
目
し
、
就
中
、
特
に
妙
楽
大
師
湛
然

（七

一
一
～
七
八
二
）
の

『
止
観
大
意
』
に
述
べ
ら
れ
る
上
根

一
法
説
の
よ
う
な
修
行
の
具
略
が
、
果
た
し
て
『
止
観
』
の
修
行
規
定
の
具
略
に
対
す
る
解
釈
に
適
う
も
の
か
ど
う
か
考
察
を
加
え
、
『
止

観
』
の
十
乗
観
法
の
意
味
内
容
を
明
確
に
し
て
み
た
い
。

二
、
十
境
十
乗
に
つ
い
て

『
止
観
』
で
は
、
止
観
行

へ
の
観
察
の
対
象
と
し
て
十
境
、
所
謂
陰
入
界
境

。
煩
悩
境

・
病
患
境

ｏ
業
相
境

・
魔
事
境

・
禅
定
境

・

諸
見
境

・
増
上
慢
境

。
二
乗
境

。
菩
薩
境
を
立
て
、
観
察
の
方
法
と
し
て
十
乗
、
観
不
思
議
境

。
発
真
正
菩
提
心

（起
慈
悲
心
）
・
善
巧

安
心
止
観

（巧
安
止
観
）
。
破
法
遍

・
識
通
塞

。
道
品
調
適

（修
道
品
）
。
対
治
助
開

。
知
次
位

・
能
安
忍

・
無
法
愛
と
い
う
十
種
の
観

法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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ま
ず
十
境
と
は
、　
一
切
法
を
整
理

・
分
類
し
て
十
種
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
最
初
の
陰
入
界
境
の
み
が
常
に
円
頓
止
観
の
行
者
が

避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
前
す
る
対
境
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
従

っ
て
ま
ず
こ
の
対
境
を
観
境
と
し
て
行
者
は
十
乗
観
法
を
修
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
↑
現
前
の
対
境
）
②

こ
れ
に
対
し
て
煩
悩
境
以
下
の
九
境
は
、
陰
入
界
境
の
上
観
の
道
程
に
お
い
て
発
起
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
に
よ

っ
て
は
発
起
し
な

い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
生
起
し
た
と
き
の
み
止
観
の
対
境
と
す
る
と
さ
れ
る
。
↑
発
得
の
対
境
）
ｏ

一
方
、
十
乗
は
、
十
乗
観
法
と
も
十
法
成
乗
と
も
い
い
、
ま
た
、
十
境
の

一
つ
一
つ
に
適
用
す
る
こ
と
か
ら
、
百
法
成
乗
と
も
言
う
。

こ
れ
は
ま
さ
に

『
止
観
』
の
所
説
の
中
心
を
な
す
も
の
で
、
諸
教
の
止
観
思
想
を
綜
合
し
、
天
台
円
教
の
も
と
に
統

一
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

最
初
の
観
不
思
議
境
は
、
最
も
重
要
と
さ
れ
、
他
の
九
乗
観
法
の
観
体
と
も
い
わ
れ
る
。
故
に
妙
楽
湛
然
は
、

故
に
比
の
妙
境
を
諸
法
の
本
と
為
す
。
故
に
比
の
妙
観
、
是
れ
諸
行
の
源
な
り
。
是
の
如
く
に
し
て
、
方
に
偏
小
邪
外
を
離
る
。

所
以
に
十
法
の
首
に
居
在
す
。
ｏ

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
観
不
思
議
境
は
、
十
乗
の
中
で
最
高
究
党
の
行
と
さ
れ
、
こ
れ
を
完
成
す
る
た
め
に
、
十
境
の

一
々
に
十
乗
を
適
用
す

る
と
す
る
。
し
か
し
明
確
な
修
行
条
件
は
説
示
さ
れ
て
い
な
い
。

三
、
十
乗
の
具
略
に
つ
い
て

『
止
観
』
で
は
、
行
者
の
機
根
の
相
違
に
よ
る
具
略
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

真
正
菩
提
心
を
発
す
者
は
、
既
に
深
く
不
思
議
境
を
識
る
。
此
の
如
き
慈
悲
誓
願
と
不
可
思
議
の
境
智
と
は
、
前
に
非
ず
、
後
に
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非
ず
、
同
時
に
倶
に
起
る
。
（観
不
思
議
境

。
起
慈
悲
心
）
Ｄ

須
ら
く
行
じ
て
願
を
填

つ
べ
し
。
行
は
即
ち
止
観
な
り
。
（巧
安
止
観
）
ｏ

上
に
善
巧
に
安
心
す
れ
ば
、
則
ち
定
慧
開
発
す
。
更
に
破
す
る
こ
と
侯
た
ず
。
若
し
未
だ
相
応
せ
ざ
れ
ば
、
応
に
定
有
る
の
慧
を

用
て
而
し
て
尽
く
之
を
浄
む
べ
し
。
故
に
破
と
い
う
の
み
。
（破
法
偏
）
ｏ

以
上
の
よ
う
に
例
え
ば
、
陰
入
界
境
に
対
す
る
十
乗
観
法
を
説
く
中
で
は
、
観
不
思
議
境

・
起
慈
悲
心

・
巧
安
止
観
は

一
具
と
し
て
同

時
に
修
す
べ
き
も
の
と
し
、
そ
れ
で
も
な
お
不
充
分
な
場
合
、
更
に
第
四
破
法
偏
、
ま
た
は
そ
れ
以
下
を
用
い
る
と
し
て
、
前
の
三
種

と
後
の
第
四
以
下
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。

同
様
に
、

①
根
利
に
し
て
遮
無
く
ん
ば
、
清
涼
池
に
入
り
易
し
。
対
冶
を
須
ひ
ず
。

②
根
利
に
し
て
遮
有
ら
ば
、
但
三
脱
門
を
専
ら
に
せ
ば
、
遮
も
障
ふ
る
こ
と
能
は
ら
ざ
ら
ん
。
亦
助
道
を
用
ひ
ず
。

③
根
鈍
に
し
て
遮
無
く
ん
ば
、
但
道
品
を
用
ひ
て
調
適
す
る
に
即
ち
能
く
鈍
を
転
じ
て
利
と
為
ら
ん
。
亦
助
道
を
須
ひ
ず
。

④
根
鈍
に
し
て
遮
重
き
も
の
は
、
根
鈍
な
る
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
三
解
脱
門
を
開
く
こ
と
能
は
ず
。
（助
道
対
冶
）
ｏ

と
あ
り
、
「根
利
無
遮

。
根
利
有
遮

・
根
鈍
無
遮

。
根
鈍
有
遮
」
と
い
う
四
種
の
観
点
か
ら
、
特
に

「根
鈍
有
遮
」
の
た
め
に
、
第
七
助
道

対
冶
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
第
六
修
道
品
と
第
七
以
下
の
修
行
条
件
を
区
別
し
て
い
る
が
、
機
根
の
利
鈍
の
み
に
て
次
段
階
の

修
行
が
要

・
不
要
に
な
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
鈍
根
で
あ

っ
て
も
修
行
の
障
害
の
無
い
者
は
、
行
を
略
せ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ｏ

ま
た
こ
の
よ
う
な
具
略
が
、
機
根
の
条
件
に
よ

つ
て
存
在
す
る
と
し
て
も
、
実
際
に
は
所
観
の
境

↑
対
境
）
と
の
関
係
に
よ

つ
て
変

化
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

一
義
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
観
不
思
議
境
に
つ
い
て
は
、
発
得
の
境
で

あ
る
病
患
境

。
禅
定
境
に
お
い
て
、
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こ
の
観
を
為
す
と
き
、
割
爾
と
し
て
消
差
す
。
⑩

と
か
、下

の
九
法
を
須
ひ
ざ
る
な
り
。
ｍ

と
、
こ
れ

一
法
の
み
で
目
的
に
達
す
る
と
明
言
し
て
い
る
の
に
対
し
、
前
述
の
如
く
、
現
前
の
陰
入
界
境
で
は
、
前
三
法
を

一
具
と
規

定
し
、
第
四
以
下
と
の
区
別
を
設
け
る
と
い
う
相
違
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
具
略
が
存
在
す
る
理
由
と
し
て
、　
一
見
機
根
の
差
異
に
よ
る

一
貫
し
た
原
則
が
有
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

が
、
そ
の
内
実
は
対
境
と
の
関
わ
り
に
よ

つ
て
多
種
多
様
で
あ
り
、　
一
義
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

従

っ
て
、
修
行
の
具
略
は
決
し
て
行
者
自
身
の
機
根
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
所
観
の
境
に
よ

つ
て
も
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ

と
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
ず
、
常
に
機
根
と
対
境
の
関
係
に
よ

っ
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
、
妙
楽
湛
然
の
具
略
の
規
定

妙
楽
湛
然
は
、
十
乗
観
法
の
修
行
の
具
略
に
つ
い
て
、

此
の
十
法
倶
に
円

。
常
円
と
雖
も
、
人
復
た
三
根
等
し
か
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
上
根
は
唯

一
法
、
中
根
は
二
或
は
七
、
下
根
は
方

に
十
を
具
す
側

機
根
を
上

・
中

・
下
根
の
三
種
に
分
別
し
、

上
根
―
前

一
法

中
根
―
前
七
法

下
根
―
十
　
法

レ
ｃ
、
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と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
特
に
上
根
の
者
は
、
観
不
思
議
境
の
唯

一
法
の
み
で
満
行
が
可
能
と
し
て
説
明
し
て
お
り
、
少
な
か
ら

ず
他
の
具
略
の
説
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
側

と
こ
ろ
で
こ
の
根
拠
は
、
『
止
観
』
の
観
不
思
議
境
に
つ
い
て
述
べ
る
中
に
、

此
の
不
思
議
境
に
何
の
法
か
収
め
ざ
ら
ん
。
此
の
境
、
智
を
発
す
。
何
の
智
か
発
せ
ざ
ら
ん
。
此
の
境
に
よ

つ
て
誓
を
発
す
。
乃

至
、
法
愛
無
し
。
何
の
誓
か
具
せ
ざ
ら
ん
。
何
の
行
か
満
足
せ
ざ
ら
ん
耶
。
側

と
あ
り
、
観
不
思
議
境
の
効
能
を
示
し
、
此
の

一
法
は
他
の
九
法
す
べ
て
の
意
義
を
収
め
尽
く
し
、
十
乗
観
法
の
最
も
重
要
な
中
心
課

題
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

一
法
に
対
し
て
他
の
九
法
が
補
助
的
立
場
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
し
か
し
、

そ
れ
を
十
分
に
何
ら
か
の
原
則
に
則

っ
て
証
明
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
妙
楽
の

『
止
観
大
意
』
に
於
い
て
も
三
種
の
機
根
が
具
略

の
根
拠
と
し
て
説
明
さ
れ
る
だ
け
で
、
こ
の
上

。
中

・
下
根
に
つ
い
て
も
、
十
乗
の
具
略
と
の
関
係
に
お
い
て
の
説
明
は
何
ら
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
し
、
三
根
に
つ
い
て
の
詳
し
い
言
及
も
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
的

以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

『
止
観
』
の
内
容
が
、
す
ぐ
さ
ま
十
乗
の
修
行
の
具
略
の
規
定
と
成
り
得
る
と
は
言
え
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
『
止
観
』
に
於
け
る
機
根
に
つ
い
て

そ
れ
で
は

『
止
観
』
で
は
、
ど
の
よ
う
に
機
根
を
提
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
乗
観
法
の
第
三
巧
安
止
観
で
は
、
信
行
と
法
行
に
基
づ
く
行
法
体
系
を
呈
示
し
て
い
る
が
、
ま
ず
そ
の
巧
安
止
観
と
は
、

善
巧
安
心
は
、
善
く
止
観
を
以
て
法
性
に
安
ず
る
な
り
。
上
に
深
く
不
思
議
の
境
の
淵
奥
に
し
て
緻
密
な
る
に
達
し
、
博
く
慈
悲

を
運
ら
し
て
亘
蓋
す
る
こ
と
は
此
の
若
し
。
須
く
行
を
も

つ
て
願
を
填

つ
べ
し
。
行
と
は
即
ち
止
観
な
り
。
…
中
略
…
唯
だ
此
の
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心
は
但
だ
是
れ
法
性
な
り
。
起
は
是
れ
法
性
の
起
、
滅
は
是
れ
法
性
の
滅
な
り
と
信
ず
。
其
れ
を
体
す
れ
ば
実
に
起
滅
せ
ざ
る
を

妄
り
に
起
滅
す
と
謂
う
な
り
。
祇
だ
妄
想
を
指
す
に
悉
く
是
れ
法
性
な
り
。
法
性
を
以
て
法
性
に
繋
げ
、
法
性
を
以
て
法
性
を
念

ず
れ
ば
、
常
に
是
は
法
性
に
し
て
法
性
な
ら
ぎ
る
時
は
な
し
。
体
達
す
で
に
成
ず
れ
ば
妄
想
を
得
ず
、
亦
法
性
を
得
ず
、
源
に
還

り
本
に
反
り
て
法
界
は
倶
に
寂
な
り
。
ｍ

と
あ
り
、
善
巧
に
心
を
安
ん
ず
る
行
法
で
、
厳
密
に
は
止
観
に
よ

っ
て
心
を
法
性
に
安
ん
じ
め
、
心
源
に
還
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と

し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
巧
安
止
観
に
、

安
心
は
両
と
な
す
。　
一
つ
に
は
教
他
、
二
つ
に
は
自
行
な
り
。教
他
は
ま
た
両
と
な
す
。
一
つ
に
は
聖
師
、
二
に
は
凡
師
な
り
。
ｍ

と
、
教
他

。
自
行
の
二
種
が
あ
り
、
又
そ
の
教
他
に
聖
師
と
凡
師
の
二
種
が
あ

っ
て
、

今
は
聖
師
を
論
ぜ
ず
、
正
し
く
凡
師
が
他
を
教
え
る
安
心
を
説
く
な
り
。
側

と
、
教
他
の
内
、
就
中
特
に
凡
師
を
中
心
に
巧
安
止
観
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
教
え
を
与
え
ら
れ
る
側
、
つ
ま
り
教
他
の
他
の
機
根
を
信
行
と
法
行
の
二
種
に
分
類
し
て
、
こ
の
二
行
を
基
軸
と
し
た
安

心
法
を
展
開
し
て
ゆ
く
。
即
ち
、

他
に
二
種
あ
り
。

一
つ
に
は
信
行
、
二
つ
に
は
法
行
な
り
。
薩
婆
多
側
は

「
こ
の
二
人
に
位
は
見
道
に
あ
り
て
、
聞
く
に
因
り
て
入

る
者
は
こ
れ
を
信
行
と
な
し
、
思
に
よ
り
て
入
る
者
は
法
行
と
な
す
」
と
明
か
す
。
ロ

と
、
機
根
を
信
行
の
根
性
と
法
行
の
根
性
と
規
定
し
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
区
別
が
あ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

今
師
は
遠
く
源
由
を
討
ね
、
久
劫
に
聴
学
し
、
久
劫
に
坐
禅
す
る
を
信

。
法
の
種
子
と
な
す
こ
と
を
得
、
世
世
に
薫
習
す
れ
ば
す

な
わ
ち
根
性
を
成
じ
、
各
々
聞
思
に
お
い
て
開
悟
す
る
の
み
。
例
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と
あ

っ
て
、
両
根
の
差
異
が
生
じ
る
原
因
は
、
久
劫
に
於
け
る
聴
学
と
坐
禅
と
の
相
違
で
あ
り
、
そ
れ
が
因
と
な

っ
て
信
行
と
法
行
の

種
子
と
な
り
、
こ
の
信

ｏ
法
両
行
の
種
子
が
世
々
に
薫
重
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
根
性
が
形
成
さ
れ
る
と
す
る
。
た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
聞
慧
と
思
慧
と
の
違
い
は
あ

っ
て
も
等
し
く
開
悟
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
を
さ
ら
に
詳
細
に
説
明
す
る
た
め
に
、

若
し
根
の
利
鈍
を
論
ず
れ
ば
、
法
行
は
利
な
り
。
内
に
自
ら
法
を
観
ず
る
が
故
に
。
信
行
は
鈍
な
り
。
他
に
藉
り
て
聞
く
が
故
に
。

又
信
行
は
利
な
り
。　
一
た
び
聞
き
て
即
ち
悟
る
が
故
に
。
法
行
は
鈍
な
り
。
法
に
歴
て
観
察
す
る
が
故
に
。
或
い
は
、
倶
に
利
、

倶
に
鈍
、
信
行
の
人
は
聞
慧
は
利
に
し
て
修
慧
は
鈍
な
り
。
法
行
の
人
は
修
慧
は
利
に
し
て
聞
慧
は
鈍
な
り
の
。

と
述
べ
、
信
行

・
法
行
の
行
人
の
機
根
の
利
鈍
に
つ
い
て
は
、
共
に
利

ｏ
鈍
の
側
面
が
あ
り
、
ま
た
同
時
に
利

・
鈍
の
両
方
の
側
面
を

有
し
て
い
る
と
し
て
、
信
行

ｏ
法
行
が
利
根

・
鈍
根
の
ど
ち
ら
か

一
方
に
当
て
は
ま
る
と
は
言
い
難
く
、
「信
行
の
人
は
聞
慧
は
利
に
し

て
修
慧
は
鈍
な
り
。
法
行
の
人
は
修
慧
は
利
に
し
て
聞
慧
は
鈍
な
り
」
と
、
両
者
が
基
本
的
に
同
格
で
あ
る
立
場
か
ら
、

信
と
法
は
孤
り
立
た
ず
、
須
く
聞
と
思
と
相
資
く
べ
し
ぃ
。

と
、
相
資
の
関
係
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
転
回
す
る
こ
と
も
あ
る
と
し
て
、
種
々
の
安
心
法
を
説
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
相
手
の
行
者
が
信
行
人
で
あ
る
か
、
法
行
人
で
あ
る
か
を
知

っ
た
上
で
、

①
是
を
楽
欲
に
随

っ
て
止
を
以
て
心
を
安
ん
ず
る

（＝
随
楽
欲
）
∽

②
便
宜
に
随

っ
て
止
を
以
て
心
を
安
ん
ず
る

（＝
随
便
宜
）
的

③
対
治
の
止
を
以
て
心
を
安
ん
ず

（＝
随
対
治
）
ｍ

④
第

一
義
に
随

っ
て
止
を
以
て
心
を
安
ん
ず
る

（＝
随
第

一
義
）
囲

と
、
四
通
り
の
方
法
で
止
の
効
果
を
説
き
示
し
て
安
心
を
得
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
止
の
教
え
で
は
満
足
で
き
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な
い
者
も
い
る
の
で
、
そ
の
場
合
、
同
様
に
随
楽
欲

・
随
便
宜

。
随
対
治

。
随
第

一
義
の
四
種
の
観
の
効
果
に
つ
い
て
説
示
し
、
信
行

人

・
法
行
人
の
た
め
に
止
と
観
の
都
合
八
通
り
ず

つ
の
安
心
法
を
説
く
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、

若
し
法
行
が
転
じ
て
信
行
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
根
が
転
ず
る
に
遂

っ
て
八
番
の
悉
檀
を
用
ひ
て
安
心
を
授
く
。
若
し
信
行
が
転

じ
て
法
行
と
成
る
と
き
は
、
亦
根
が
転
ず
る
に
遂
ひ
、
八
番
の
悉
檀
を
用
ひ
て
安
心
を
授
く
。
こ
の
意
を
得
て
、
広
略
自
在
に
是

を
説
く
。
転
と
不
転
と
合
わ
せ
て
三
十
二
の
安
心
が
あ
る
な
り
例
。

と
あ
り
、
法
行
が
信
行
に
転
ず
る
場
合
、
或
い
は
信
行
が
法
行
に
転
ず
る
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
同
様
に
八
種
の
説
き
方
が
成
り
立
つ
の

で
、
前
述
の
方
法
と
合
わ
せ
る
と
、
合
計
三
十
二
種
の
説
き
方
に
な
る
。

以
上
は
、
教
他
の
安
心
法
で
あ

っ
た
が
、
自
行
の
場
合
も
同
じ
よ
う
に
、

自
行
に
三
十
二
あ
り
。
化
他
に
三
十
二
も
ま
た
あ
り
。
合
し
て
六
十
四
の
安
心
と
な
る
な
り
例
。

と
信
行
の
八
種
、
法
行
の
八
種
、
法
行
が
信
行
に
変
わ
る
場
合
と
信
行
が
法
行
に
変
わ
る
場
合
の
、
各
々
八
種
ず

つ
の
説
き
方
が
成
立

し
、
教
他
の
場
合
と
合
わ
せ
て
六
十
四
種
の
安
心
法
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

或
い
は
又
、

前
に
は

一
向
の
根
性
を
作
る
も
、
今
は
相
資
の
根
性
を
作
り
、
相
資
の
中
に
つ
い
て
ま
た
転
と
不
転
と
を
論
ず
れ
ば
、
ま
た
三
十

二
の
安
心
あ
り
。
化
他
の
相
資
に
も
ま
た
三
十
二
の
安
心
あ
り
。
合
し
て
六
十
四
な
り
。
前
に
合
す
れ
ば

一
百
二
十
八
の
安
心
と

な
る
な
り
⑩
。

と
、
実
際
に
は
信
行
か
法
行
か
、
い
ず
れ
の
機
根
で
あ
る
か
明
確
で
な
い
場
合
も
起
こ
り
う
る
の
で
、
仮
に
信
行

。
法
行
と
定
め
た
時

と
、
互
い
に
変
わ
る
時
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
二
十
二
種
あ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
自
行

ｏ
化
他
を
合
わ
せ
る
と
六
十
四
種
に
な

っ
て
、
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前
と
合
わ
せ
る
と
、
百
二
十
八
種
の
方
法
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
、

若
し
二
番
の
止
観
に
就
け
ば
、
則
ち
三
百
八
十
四
な
り
。
ま
た

一
心
の
上
観
に
ま
た
六
十
四
あ
り
。
合
し
て
五
百
十
二
な
り
ｍ
。

と
、
三
観
三
止
に
つ
い
て
み
る
と
三
百
八
十
四
種
に
な
り
、　
一
心
の
止
と
観
に
そ
れ
ぞ
れ
六
十
四
種
あ
る
の
で
合
計
五
百
十
二
通
り
の

安
心
法
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
行
人
の
機
根
に
於
け
る
多
種
多
岐
に
亘
る
安
心
法
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
ま
ず
、
従
来
法
行
を
利
根
、
信
行
を
鈍
根
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
天
台
智
顎
は
法
行
は
修
慧
は
利
で
も
聞
慧
は
鈍
な
り
、
信
行
は
修
慧
は
鈍
で
も
聞
慧
は
利
な
り
と
い
う
、

両
者
同
格
の
立
場
よ
り
、
互
い
に
相
資
の
関
係
で
あ

っ
た
り
、
ま
た
は
転
根
す
る
こ
と
も
あ
る
と
し
て
、

衆
生
の
心
行
は
不
定
な
り
。
或
い
は
須
実
に
し
て
し
か
も
鈍
、
須
央
に
し
て
し
か
も
利
な
り
ｍ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
機
根
に
は
上
下
は
な
く
同
格
で
あ
る
と
し
、
両
者
の
利
鈍
を
論
じ
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
特
性
に
よ

っ
て
行
じ
方
が
区
々
で
あ
る
の
で
、
よ

っ
て
止
観
に
於
け
る
行
者
の
機
根
は
全
体
的
に
不
定

で
あ

っ
て
、
上

。
中

・
下
の
三
根
分
別
と
い
う
よ
り
法
行

。
信
行
の
分
別
が
明
確
で
あ

っ
て
、
こ
の
二
行
を
十
乗
観
法
全
体
を
通
じ
て

の
行
法
と
し
て
捉
え
て
い
る
観
が
あ
る
。
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結
　
語

以
上
、
『
止
観
』
に
於
け
る
十
乗
観
法
の
具
略
に
関
し
て
行
人
の
機
根
と
修
行
規
定
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
点
に
ま
と
め
て
み
る
と
、

・
十
乗
観
法
に
は
、
明
確
な
修
行
規
定
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
十
境

一
々
に
対
し
て
適
用
さ
れ
、
そ
の
対
境
も
現
前
と
発
得
の
二
種
あ

っ

て
、　
一
義
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
な
い
。

・
機
根
に
つ
い
て
も
、
止
観
で
は
信

・
法
の
二
根
を
説
く
の
み
で
、
こ
れ
ら
も
互
い
に
利
で
あ
り
、
鈍
で
あ
る
と
い
う
同
格
の
立
場
で

あ

っ
て
、
ま
た
回
転
す
る
こ
と
も
あ
り

一
定
で
は
な
い
。

・
そ
の
上
、
十
乗
に
は

一
定
で
な
い
行
人
の
機
根
と
対
境
に
よ
っ
て
具
略
が
存
在
し
、
一
見

一
貫
し
た
原
則
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

実
は
機
根
と
対
境
と
の
関
わ
り
に
よ

っ
て
多
種
多
様
で
あ
り
、　
一
義
的
に
把
握
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

・
不
定
の
機
根
が
必
然
的
と
偶
然
的
な
対
境
に
臨
む
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
行
法
も
自
ず
と
よ
り
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
。

と
な
ろ
う
。

か
か
る
複
雑
多
岐
な
十
乗
観
法
の
意
味
内
容
に
、
妙
楽
の
よ
う
に
上
根

一
法
説
や
、
そ
の
他
、
安
藤
氏
の
如
く
上
根
三
法
説
ｏ
を
あ
え

て
提
唱
す
る
必
要
性
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
ユ聖
一一口
の
如
く
、
行
人
の
機
根
の
優
劣
を
論
ず
る
の
は
無
意
味
で
あ
る
前
提
か
ら
し
て
も
、

む
し
ろ
不
要
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
行
人
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
よ

っ
て
多
様
な
修
行
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
言
い
換
え
る
と
、
誰
で
あ
れ
菩
提
心
を
発
し

一
つ
の
究
極
的
な
目
的

（大
果
）
を
目
指
す
者
に
は
、
様
々
な

行
相
が
存
在
し
得
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
条
件
に
合

っ
た
修
行
を
必
ず
究
党
し
、
等
し
く
得
果
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
、
実
は
こ
れ
が
天
台
の
主
張
で
あ
り
、
且
つ
円
頓
止
観
の
持

つ
本
質
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

従

っ
て
、
十
乗
観
法
の
示
す
意
義
を
、
も
し

一
義
的
に
、
尚
か
つ
恰
も
漸
次
止
観
の
よ
う
に
解
し
て
具
略
を
論
じ
た
な
ら
ば
、
前
の
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本
質
と
は
大
き
く
懸
け
離
れ
、
天
台
智
顎
の
本
意
に
も
反
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
な
ぜ
妙
楽
湛
然
は
上
根

一
法
説
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に

ゆ
ず
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も

『止
観
』
の
十
乗
に
関
す
る
解
説
が
余
り
に
詳
細
に
亘
っ
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
特
に
唐
代
以
後
、

円
頓
止
観
の
性
格
が
漸
悟
観
の
如
く
理
解
さ
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
側
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註

田

『
止
観
』
は
お
ろ
か
、
三
大
部
に
は

「十
乗
観
法
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
に
八
カ
所
、

『法
華
玄
義
釈
鍛
』
に

一
カ
所
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
命
名
は
妙
楽
湛
然
と
思
わ
れ
る
。

②

「陰
入
の

一
境
は
常
に
自
ず
か
ら
現
前
し
、
若
し
は
発
す
る
も
、
発
せ
ざ
る
も
、
恒
に
観
を
な
す
こ
と
を
得
る
」
と
あ
る
。
『
止
観
』

五
上

（大
正

・
四
六

。
四
九

。
ｃ
）

０

「余
の
九
境
は
、
発
す
れ
ば
観
を
な
す
べ
く
、
発
せ
ざ
れ
ば
な
ん
の
観
ず
る
と
こ
ろ
か
あ
ら
ん
」
と
あ
る
。
『
止
観
』
五
上

（大
正

。

四
六

・
四
九

・
ｃ
）

④

『
止
観
大
意
』
（大
正

・
四
六

・
四
六
〇

・
ｂ
）

り

『
止
観
』
五
上

（大
正

ｏ
四
六

・
五
六

・
ｂ
）

０

『
止
観
』
五
上

（大
正

。
四
六

。
五
六

・
ｂ
）

０

『
止
観
』
五
下

（大
正

・
四
六

・
五
九

・
ｂ
）

０

『
止
観
』
七
上

（大
正

。
四
六

・
九

一
・
ａ
）

０
病
患
境

。
禅
定
境
に
於
い
て
も
同
様
の
具
略
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
病
患
境
で
は
、
病
は

「言
を
絶
し
相
を
離
れ
寂
滅
に
し

て
清
浄
な
り
」
と
観
じ
た
と
き
忽
ち
に
消
滅
す
る
が
、
そ
れ
で
も
尚
、
深
く
て
思
い
場
合
は
後
の
九
法
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
。
『
止
観
』
八
下

（大
正

・
四
六

。
一
一
〇

。
Ｃ
）
参
照
。

ま
た
、
正
観
を
修
し
て
も
病
が
癒
え
な
い
と
き
は
、
第
六
修
道
品
ま
で
の
方
法
と
合
わ
せ
て
第
七
対
治
助
道
を
用
い
る
と
す
る
。
（大

正

。
四
六

ｏ
一
一
一
Ｃ
）
参
照
。
そ
の
他
、
禅
定
境
段

（大
正

・
四
六

。
一
三
〇

ａ
～

一
三

一
Ｃ
）
参
照
。

⑩

『
止
観
』
八
下

（大
正

。
四
六

・
一
一
〇

・
Ｃ
）
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ω

『
止
観
』
九
下

（大
正

ｏ
四
六

。
一
三

一
０
↓

υ

『
止
観
大
意
』
（大
正

・
四
六

・
四
六
〇

・
ａ
）

０
安
藤
俊
雄
氏
は
、
上
根
三
法

。
中
根
七
法

・
下
根
十
法
の
説
を
提
唱
す
る
。
巧
安
止
観
を
十
乗
観
法
の
中
心
と
見
な
し
、
前
三
法
を

一
具
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を

『次
第
禅
門

（釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
と

か
ら

『摩
訂
止
観
』
に
至
る
十
乗
観
法
の
成
立
過
程
を

通
し
て
、
特
に
巧
安
止
観
を
重
要
視
す
る
立
場
か
ら
妙
楽
の
上
根

一
法
説
を
否
定
し
て
い
る
。
『
天
台
学
―
根
本
思
想
と
そ
の
展
開
―
』

（平
楽
寺
書
店
　
一
三
ハ
五
頁
～
二
七
七
頁
　
参
照
）

ｍ

『
止
観
』
五
上

（大
正

。
四
六

・
五
五

・
↓

ｍ
天
台
智
顎
の
上

。
中

・
下
根
の
三
根
分
別
は
、
『法
華
三
味
懺
儀
』
の
中
で
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
『
止
観
』
の
そ
れ
と
は
趣
を
異
に

し
て
い
る
。
例
え
ば

「上
品
慧
根
浄
相
者
。
行
者
亦
於
行
坐
誦
念
之
中
。
身
心
裕
然
清
浄
入
深
騨
定
。
覺
慧
分
明
心
不
動
格
。
於
騨

定
中
得
見
普
賢
菩
薩
。
繹
迦
多
費
分
身
世
尊
。
及
十
方
佛
」
と
、
普
賢
菩
薩
の
現
前
を
面
見
で
き
る
こ
と
が
上
根
の
最
高
の
法
華
三

味
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
『
止
観
』
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
（大
正

ｏ
四
六

。
九
五
五

・
ｂ
）
参
照
。

ｍ

『
止
観
』
五
上

（大
正

・
四
六

・
五
六

。
ｂ
）

ｍ

『
止
観
』
五
上

（大
正

。
四
六

・
五
六

。
ｃ
）

⑩

『
止
観
』
五
上

（大
正

。
四
六

。
五
七

・
ａ
）

側

『
阿
鼻
曇
毘
婆
沙
論
』
六
十
巻
　
迦
施
延
子
造
　
五
百
羅
漢
訳

側

『
止
観
』
五
上

（大
正

・
四
六

・
五
六

。
ｃ
～
五
七

ａ
）

四

『
止
観
』
五
上

（大
正

・
四
六

・
五
七

・
ａ
）

の

『
止
観
』
五
上

（大
正

。
四
六

・
五
七

・
ａ
）

-205-



五
八
五
七
五
七
五
七
五
七
五
八
五
八
五
八
五
九
五
八

０

『
止
観
』
五
上

（大
正
四
六

ω

『
止
観
』
五
上

（大
正
四
六

０

『
止
観
』
五
上

（大
正
四
六

ω

『止
観
』
五
上

（大
正
四
六

②

『
止
観
』
五
上

（大
正
四
六

②

『止
観
』
五
上

（大
正
四
六

硼

『
止
観
』
五
上

（大
正
四
六

⑩

『止
観
』
五
上

（大
正
四
六

ω

『止
観
』
五
上

（大
正
四
六

０

『止
観
』
五
上

（大
正
四
六

ω
注
ω
参
照
。

ま
た
、
池
田
魯
参
氏
も
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。
「湛
然
の
よ
う
に
機
根
を
問
題
に
し
て
、
修
行
者
の
実
践
能
力
を
い
お
う
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
実
際
は
湛
然
の
説
と
は
逆
の
も
の
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
上
根
は
十
法
、
下
根
は

一
法
と
い
う
具
合

に
で
あ
る
」
『摩
訂
止
観
研
究
序
説
』
（大
蔵
出
版
　
一
〓
壬

一頁
）

制
例
え
ば
清
涼
澄
観

（七
三
七
～
八
三
八
）
は
、
「華
厳
の
円
は
是
れ
頓
中
の
円
、
法
華
の
円
は
是
れ
漸
中
の
円
な
り
。
漸
頓
の
儀
は
二
経

則
ち
異
な
り
、
円
教
の
化
法
は
二
経
殊
な
ら
ず
。
大
師
の
本
意
、
判
教
是
く
の
如
し
。
又
、
円
教
と
諸
づ
け
る
は
亦
た
名
付
け
て
頓
と

為
す
。
故
に
円
頓
止
観
と
云
う
。
此
に
由
り
て
、
亦
た
華
厳
と
謂
う
は
名
付
け
て
頓
頓
と
為
す
。
法
華
は
名
付
け
て
漸
頓
と
為
す
。
是

れ
頓
儀
の
中
の
円
頓
、
漸
儀
の
中
の
円
頓
を
以
て
の
故
な
り
」
と
、
天
台
の
円
頓
止
観
は
真
に
頓
悟
観
と
は
言
え
ず
、
漸
悟
観
の
要
素

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
『大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
抄
』
巻
七

（大
正
三
六

・
五
〇
上
）

b a c c b b b b a c
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